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運用報告書（全体版） 

日本株スタイルセレクトオープン 

愛称：ビッグ・ウィング・ワン 

三菱ＵＦＪ  
スタイルセレクト・ 
ブレンドファンド 

 

愛称：潮流 

 
 

第38期（決算日：2019年９月10日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・

ブレンドファンド」は、去る９月10日に第38期の決算

を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（2000年５月２日設定） 

運用方針 

主として、バリューマザーファンド受益証券
およびグロースマザーファンド受益証券に投
資し、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチ
マークとして、中長期的に同指数を上回る投
資成果をめざして運用を行います。 
各マザーファンド受益証券への投資配分は
50％ずつを基本とし、日本経済のファンダメ
ンタルズ分析、各種テクニカル分析などを基
に当社のブレンドファンド運用会議にて決定
します。 
マザーファンド受益証券の組入比率は原則と
して高位を維持することとします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

バリューマザーファンド受益証
券およびグロースマザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。このほか、当ファンドで直
接投資することがあります。 

グロース 
マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
されている株式および店頭登録
株式を主要投資対象とします。 

バリュー 
マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
されている株式および店頭登録
株式を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

グロース 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

バリュー 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

34期(2017年９月11日) 10,846 250 5.0 1,612.26 2.4 97.7 － 2,297 

35期(2018年３月12日) 11,564 400 10.3 1,741.30 8.0 97.6 － 2,294 

36期(2018年９月10日) 10,932 0 △ 5.5 1,687.61 △3.1 97.2 － 2,130 

37期(2019年３月11日) 9,831 0 △10.1 1,581.44 △6.3 97.5 － 1,820 

38期(2019年９月10日) 9,857 0 0.3 1,557.99 △1.5 98.0 － 1,750 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年３月11日 9,831 － 1,581.44 － 97.5 － 

３月末 10,025 2.0 1,591.64 0.6 96.5 － 

４月末 10,327 5.0 1,617.93 2.3 94.8 － 

５月末 9,468 △3.7 1,512.28 △4.4 96.9 － 

６月末 9,816 △0.2 1,551.14 △1.9 97.8 － 

７月末 9,968 1.4 1,565.14 △1.0 98.1 － 

８月末 9,597 △2.4 1,511.86 △4.4 97.8 － 

(期  末)       

2019年９月10日 9,857 0.3 1,557.99 △1.5 98.0 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

運用経過
第38期：2019年３月12日～2019年９月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）

2019/３/11
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 3 8 期 首 9,831円
第 3 8 期 末 9,857円
既払分配金 0円
騰 落 率 0.3％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ0.3％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－1.5％）を1.8％
上回りました。

ベンチマークとの差異

米国の利上げ観測が後退したことや米中間の通商交渉の進展が期
待されたことなどが好感され一時的に国内株式市況が上昇したこ
とと、グロースマザーファンド（以下、グロースマザー）の上昇
が、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米中間の通商交渉問題激化による国内企業の業績悪化懸念などを
背景に国内株式市況が下落したことと、バリューマザーファンド
（以下、バリューマザー）の下落が、基準価額の一時的な下落要
因となりました。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率（対純資産総額）
グロースマザーファンド 3.8％ 49.4％
バリューマザーファンド －1.8％ 50.4％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

第38期：2019年３月12日～2019年９月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2019月４月中旬にかけては、パ
ウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）
議長が金融引き締めを急がない姿勢を示
し、利上げ観測が後退したことや米中間
の通商交渉が進展するとの期待が高まっ
たことなどから、国内企業の業績改善が

期待され国内株式市況は堅調に推移しま
した。
４月下旬から期末にかけては、一時は楽
観視されていた米中通商交渉において再
度先行き不透明感が台頭し、米中貿易問
題が深刻化すれば日本企業の業績不安が
高まることなどから、国内株式市況は下
落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレ
ンドファンド
期を通じて２つのマザーファンドの合計
組入比率を高位で維持しました。
スタイル（グロース、バリュー）の投資
配分は、期首は安定成長期待がもてるグ
ロース銘柄が優位な展開を想定し、グ
ロースをオーバーウェイトとしていまし
た。しかし、2019年３月下旬に、米国の
2019年の金融政策に関して、利上げ見送
りに加え、バランスシート調整も９月で
終了される見込みとなり、更なる金利低

下余地は限定的と判断し、グロースの
オーバーウェイト比率を縮小する決定を
しました。続いて４月下旬に方向感が出
にくい展開を想定して一旦中立へと戻す
決定をしました。期末時点でも中立を継
続しています。
“グロース”と“バリュー”への投資配
分は、50％ずつを基本とし、ブレンド
ファンド運用会議により決定します。
期末現在の組入比率は、バリューマザー
50.4％、グロースマザー49.4％としてお
ります。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

  グロースマザーファンド
個別銘柄の選別においては、企業が置か
れている事業環境、競争力、マネジメン
ト力等に注目し、将来の成長が期待でき
る企業を中心に投資を行いました。
組入銘柄数は概ね60～70銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較などを
勘案し、適宜銘柄の入れ替えを行いまし
た。当期では安川電機、スシローグロー
バルホールディングスなど６銘柄を新規
に組み入れました。また、小松製作所、
正栄食品工業など９銘柄を全株売却しま
した。

  バリューマザーファンド
RUSSELL/NOMURA Total Market 
Valueインデックスの銘柄群の中から割
安と判断される銘柄に厳選して投資する

ことにより、値上がり益の獲得をめざし、
銘柄選定を行いました。また、組入銘
柄・組入比率は、保有している不動産な
どの含み損益を考慮した独自の修正株価
純資産倍率（ＰＢＲ）を基にセクター内
比較などを行い、その上で、経営陣が保
有資産の価値を最大化しようとしている
かや同一業種内における企業の優位性な
ど定性面の評価などを総合的に考慮して
決定しました。
組入銘柄数は54銘柄～60銘柄程度で推移
させました。株価水準と企業の競争力や
業績の変化などを勘案し、より割安と判
断される銘柄への入れ替えを機動的・継
続的に行いました。当期では、京成電鉄
や三菱地所など14銘柄を新規に組み入れ
ました。また、日本郵政や丸紅など９銘
柄を全株売却しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファ
ンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－1.5％） 
を1.8％上回りました。
資産配分効果はややプラスとなり、バリューマザー、
グロースマザーがそれぞれベンチマークをアウトパ
フォームした結果、全体としてはベンチマークを上回
りました。

  グロースマザーファンド
プラス要因

（％）

2019/３/11 ～ 2019/９/10
－2.0

－1.5

－1.0

－0.5

0.0

0.5

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

業種配分効果
食料品、卸売業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがプラスに寄与し
ました。
銘柄選択効果
第一三共、ファーストリテイリングをベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ
とがプラスに寄与しました。
マイナス要因
業種配分効果
輸送用機器をベンチマークに対して概ねオーバーウェイト、情報・通信業をベンチマークに
対してアンダーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択効果
ソフトバンクグループ、小糸製作所をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ
とがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

  バリューマザーファンド
プラス要因
業種配分要因
電気・ガス業、銀行業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがプラスに
寄与しました。
銘柄選択要因
有沢製作所、イビデンをベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがプラスに
寄与しました。
マイナス要因
業種配分要因
鉄鋼、小売業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響し
ました。
銘柄選択要因
三井Ｅ＆Ｓホールディングス、ジェイ　エフ　イー　ホールディングスをベンチマークに対
してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレ
ンドファンド
投資スタイルは、米中貿易問題が不透明
であることなどにより方向感が出づらい
展開を想定し、中立を継続します。しか
し、株式市場全体は循環物色の傾向があ
るため機動的な運用を行う方針です。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第38期
2019年３月12日～2019年９月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,916

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

  グロースマザーファンド
基本的に企業の中長期成長性が高いこと
を重視しています。銘柄選定にあたって
は、（1）新しい技術開発、（2）新興国向け
事業の競争力、（3）企業買収や事業売却お
よび戦略的投資の動向などに注目してい
ます。株価変動によるバリュエーション
の水準、中長期的な成長性や事業リスク、
流動性などを考慮しながら組入比率の調
整や新規銘柄への入れ替えを検討してい
く方針です。
国内株式市況は、中期的には堅調に推移
すると予想しています。世界各国のイン
フレ率が落ち着いた水準にあるなか、主
要国はこぞって金融政策を緩和方向へシ
フトしています。世界的な低インフレ・
低金利は、各国の株式市況を下支えする
と同時に、消費・投資など内需の底堅い
推移に寄与するとみられます。特に日本
の内需については、消費税増税に対応し
た景気対策が下支えする見通しであるこ
とに加え、2020年７月からの東京五輪を
控えて、訪日外国人数とインバウンド消
費の拡大が期待されます。この様な背景
から、2019年度の企業業績は堅調に推移
すると想定し、綿密に企業業績を確認し
ながら銘柄選択を行っていく方針です。

  バリューマザーファンド
今後も基本方針に従い、保有している不
動産等の含み損益を考慮した独自の修正
ＰＢＲを基にセクター内比較等を行い、
より割安度が強い銘柄を絞り込んだ上で、
経営陣が保有資産の価値を最大化しよう
としているかや同一業種内における企業
の優位性など、取材等を通じた定性面の
評価を加え銘柄を選定します。
東証１部上場2020年３月期決算企業の第
１四半期決算は製造業が２桁減益となる
一方、非製造業（金融を除く）は２桁増
益となっており、明暗が大きく分かれま
した。米国は中国製品を対象に制裁関税
「第４弾」を発動するなど、米中貿易摩
擦は激しさを増しつつあります。国内で
は、消費税増税後の需要反動減が懸念さ
れますが、2020年度当初予算でも追加の
経済対策が講じられることが検討され、
国内経済への寄与が期待されます。堅調
な業績を維持できる企業とそうでない企
業との業績格差は拡大しつつあり、綿密
な企業調査と銘柄選択に一層注力する方
針です。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

― 9 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_789332.indd   902_コメント-費用-TER_10pt_789332.indd   9 2019/10/23   9:50:072019/10/23   9:50:07



3

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

2019年３月12日～2019年９月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 91 0.921 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (43) (0.433) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (43) (0.433) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 5) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 4  0.044  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 4) (0.044) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 95  0.966  

期中の平均基準価額は、9,848円です。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.84％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.86％

運用管理費用（投信会社）
0.86％

総経費率
1.84％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

○売買及び取引の状況 (2019年３月12日～2019年９月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グロースマザーファンド － － 174,281 178,453 

バリューマザーファンド 47,724 123,371 14,526 37,227 
 
 
 

○株式売買比率 (2019年３月12日～2019年９月10日) 

 

項 目 
当 期 

グロースマザーファンド バリューマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 838,016千円 1,151,969千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,362,276千円 1,332,882千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.35   0.86   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月12日～2019年９月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 
＜グロースマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 318 84 26.4 519 125 24.1 

平均保有割合 36.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

＜バリューマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 619 185 29.9 532 67 12.6 

平均保有割合 64.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

 

＜バリューマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 19 18 115 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 782千円 
うち利害関係人への支払額（B） 181千円 

（B）／（A） 23.2％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年９月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グロースマザーファンド 1,017,017 842,736 864,731 

バリューマザーファンド 315,827 349,026 882,407 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グロースマザーファンド 864,731 48.9 

バリューマザーファンド 882,407 49.9 

コール・ローン等、その他 21,946 1.2 

投資信託財産総額 1,769,084 100.0 
 
 
 

 

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・ブレンドファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年９月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,769,084,916   

 コール・ローン等 19,327,023   

 グロースマザーファンド(評価額) 864,731,544   

 バリューマザーファンド(評価額) 882,407,791   

 未収入金 2,618,558   

(B) 負債 18,831,917   

 未払解約金 2,375,960   

 未払信託報酬 16,430,855   

 未払利息 35   

 その他未払費用 25,067   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,750,252,999   

 元本 1,775,675,002   

 次期繰越損益金 △   25,422,003   

(D) 受益権総口数 1,775,675,002口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,857円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,852,162,400円 

期中追加設定元本額 177,997円 

期中一部解約元本額 76,665,395円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9857円です。 

 

○損益の状況 (2019年３月12日～2019年９月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,487   

 受取利息 12   

 支払利息 △      3,499   

(B) 有価証券売買損益 20,898,953   

 売買益 39,419,578   

 売買損 △ 18,520,625   

(C) 信託報酬等 △ 16,455,951   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,439,515   

(E) 前期繰越損益金 23,383,404   

(F) 追加信託差損益金 △ 53,244,922   

 (配当等相当額) (    3,054,127)  

 (売買損益相当額) (△ 56,299,049)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 25,422,003   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 25,422,003   

 追加信託差損益金 △ 53,244,922   

 (配当等相当額) (    3,054,446)  

 (売買損益相当額) (△ 56,299,368)  

 分配準備積立金 337,301,727   

 繰越損益金 △309,478,808   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は25,422,003円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年３月12日～ 
2019年９月10日 

費用控除後の配当等収益額 4,215,968円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 3,054,446円 

分配準備積立金額 333,085,759円 

当ファンドの分配対象収益額 340,356,173円 

１万口当たり収益分配対象額 1,916円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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